




























































井 川 憧 亮
曇った眼鏡
一昨年は社会報道ではアスベス ト公害の問題が大々的に報道され､学内においてもにわ







































































































































































と生命のイメージ (カ トリンヌ ･カディッシュ-米国)(写真①右から3人 目)､3階は構造




























3つ 目の作品は､ア トリエで着彩後見た印象では､何 となく韓国っぽいイメージをした形












































































通念 (一般論) として良い場所 と見るか､またはどんな場所であれ､私にとって最適の
場 と見るかで､その場所性を考えることがポイントとなってくる｡これは人の生き方にも




































回ほど行ったが､この前は食堂で覚えたての日本語で 『味噌汁をください』 と言 うのを間
違えて 『水虫をください』と注文した｣などと笑っておられた｡夕食は館長 ご夫人の料理
で､豆ご飯､ナスや山菜の妙めもの､い りこの佃煮､海苔などをいただく｡奥さんは49年














ば､セザンヌの言 うレアリザシオン (realisation)が横切 り､私はそのことを空間と身体と
行為によってライブ (live) させようと試みたのである｡
もう一つの試みは､湖畔を前にしたインスタレーション作品の前を歩きながら､その正
面壁面に飾ったコンセントをヒントにした折 り紙作品が目に飛び込んだ｡折 り紙の形態が
ウル トラマンのマスクに見えたので､いきなりパフォーマンスをした0(写真⑪⑩⑩)以前
由布院のクワ-ジュでの作品撤去をしながら夕陽と影法師を楽しんだこと (紀要63号)を
思い出した｡
韓国の地で､湖畔を見ながら､しばし童心にもどった｡
その梱包紙に ｢展示は窓辺のインスタレーション｡作品の意味するものは?それはない｡
あるとしたら､それは風景か､それ とも作品か､その両方か｡否､展示の意図しかない｣
と走 り書きをした｡
※本稿を提出に当たり､"FUKUE一絵画2006"(ll/2-ll/7'06)で明日出発のため､その準備などで時間切れとなったo
また､申京愛､守屋聡の両氏に協力いただいた｡
